
マレーシア森林研究所と林業試験場との共同研究

「熱帯林の環境特性に関する研究」について

大貫仁人*・ 浅野透日

1. はじめに

現在， Iアセアン諸国との協力によるリモートセンシング技術の高度化とその応用

に関する共同研究」というプロジェクトが科学技術庁宇宙開発課を窓口として，科学

技術振興調整費で進行している。参加している機関は，日本では農林水産省林業試験

場 ・農業環境技術研究所 ・農業土木試験場，通産省工業技術院地質調査所，建設省国

土地理院 ・土木研究所，科学技術庁国立防災科学技術センタ ー，環境庁国立公害研究

所，財団法人リモートセンシング技術センター，大阪府公害監視センタ ー，石川県衛

生公害研究所の 12機関，アセアン諸国では，マレーシア森林研究所， タイ国家研究

評議会 ・農業共同省農業局 ・土地開発省国土開発局 ・王立濯j既局，イン ドネシア国立

科学院地球工学研究開発センターの 6機関である。このプロジェクトは昭和 61年度

から 3年を第 I期としてはじめられたもので今年は中間年にあたっている。このプロ

ジェク卜の課題化のいきさっと林業関係の研究内容を以下に紹介します。

2. プロジェクト成立までの経緯

このプロジェクトは，科学技術庁でまとめた 2つの報告書『宇宙開発計画(リモセ

ン)J(昭和 59年 3月，宇宙開発委員会)と『熱帯林の開発と保全に関する調査報告

(熱帯林保全)J(昭和 60年 5月， 資源調査会報告第 96号)が契機となって始められ

fこ。

当初は， ~リ モセン』と『熱帯林保全』はそれぞれ別個のプロジェクトとして走る

ことを計画して， ~リモセン』では『アセアン諸国との協力によるリモートセンシン

グ技術の高度化に関する調査J(調査委員会 ・委員長坂田俊文教授(東海大学情報技

術センタ 一所長))が， ~熱帯林保全』では『熱帯地域の自然環境保全のための共同研

究に関する予備調査J(自然環境保全研究推進委員会 ・委員長松井光洛博士(日本林

業技術協会顧問 ・元林業試験場長))が海外調査団の派遣まで含めて行われ，共同研
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究の課題，相手機関の研究資源，技術的基盤，共同研究の方式について調査を実施し

報告書として取りまとめた。調査の対象となった国は，タイ，マレーシア，インドネ

シアであった。そして，それぞれは第 I期3年間で約 11億円規模の計画を作成した。

しかし，昭和 61年4月の科学技術会議政策委員会で，両者を合体し， rアセアン諸

国との協力によるリモートセンシンク技術の高度化とその応用に関する共同研究』と

して，年間 l億 5，000万円程度の予算で実施することが決定された。そのため，当初

の計画を大幅に変更し計画の中で考えられた極めて基本的な課題で， しかもリモー

トセンシンク関連が主体を占めるようなプロジェクトの計画を再構築することとなっ

た。前記した事前海外調査の結果を踏まえて検討した結果，推進すべき重要課題とし

て整理されたのが以下の 5課題であった。

① 北スマトラ国土総合開発適地選定に関する各種の主題図作成の研究(対インド

ネシア)。

② 中部タイに於ける農業的土地利用計画への応用に関する研究(対タイ)。

③ 森林資源管理のための森林資源調査及びその変化のモニタリングシステムの研

究(対マレーシア，タイ，インドネシア〕。

④ スラベシ島およびその周辺における地形 ・地質解析手法及び非再生資源調査へ

の応用の研究(対インドネシア)。

⑤ コストの低減化を目的とした薗像処理システムの開発研究(対タイ ，インドネ

シア)。

林業分野では，タイ，マレ シア，インドネシアの何れの固からも共同研究の提案

がなされた。しかし予算的制約のため，また，アセアン諸国聞のバランスを考慮し，

以下に述べるように各国 1課題が張り付く研究課題が採用された。林業関係ではマレ

ーシアが共同研究の相手国として認知され，マレーシア側は森林局の協力の下に森林

研究所 (FRIM)が，日本側は林業試験場航測研究室と造林部生理 ・生態グループが

担当することとなった。

3. 共同研究全体の概要

人工衛星を用いたリモートセンシングは，同時広域性，反復性等に優れ，全地球的

規模の利用が期待されている技術であり，我が国では多くの利用分野において開発 ・

利用の推進が図られている。また，我が国初の国産地球観測衛星 (MOS-1，Iもも 1

号」と命名)が昭和 62年 2月に打ち上げ られ，タイにおいて この MOS-1の地上受

信局の整備が進められている。そのため，この衛星を我が国及び海外において有効に

利用する ことが重要な課題である。一方，熱帯諸国においては， 自然環境の無秩序な

開発 ・利用による急激な環境の破壊が問題とな っており， リモートセンシング技術を

用いた環境保全手法の開発が重要視されている。

このため，アセアン諸国からは，我が国のリモ ートセンシング利用技術や自然環境

の保全に関する研究について種々の要望が出されているが， これらの技術や研究の海

外への適用や環境特性等の解明を図るためには，地上調査データとの照合実験及び精
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度の検証や，自然環境を構成する森林，水，土壌等の特性及び森林の開発 ・利用がこ

れらの特性に及ぼす影響を明らかにすることが不可欠である。

このため，アセアン諸国との共同研究を実施し， MOS-1等衛星データ利用技術の

高度化を図ると ともに， リモートセンシング利用各分野に於ける共通基盤的な情報抽

出 ・処理手法の開発を行い，その応用として熱帯地域の森林 ・農業環境特性等の解明

を行うことを目的として以下の諜題を内容とするプロジェクト研究が設定され笑行に

移された。

I. リモートセンシング技術の高度化に関する研究

(1)共通基盤的情報抽出 ・処理手法に関する研究

① 土地利用状況調査

② 植生環境調査

(2) 画像処理システム及びソフトウェアに関する研究

II. 熱帯地域の環境特性等に関する研究

(1)森林環境特性に関する研究(マレーシア)

① 森林モニタリング手法の開発

② 熱帯林の基本的環境特性の解明

③ リモートセンシング技術による広域的環境特性把握手法の開発

(2) 農業環境特性に関する研究 (タイ)

① 農業生産力把握手法の開発

② 水収支特性の把握と水資源管理

イ 洪水地形分類手法に関する研究

ロ 洪水氾濫特性の把握に関する研究

(3) 非再生資源調査に関する研究 (インドネシア)

このプロジェクト研究の推進により，地球観測衛星の全地球的な有効利用の推進が

図られるとともに，アセアン諸国にと っては， リモートセン シング利用技術の向上と

環境特性の解明により， これらの国における産業 ・経済の発展に寄与することが期待

されている。

4. マレーシアの自然環境・ 森林の特徴・林政について

共同研究の相手国がマレーシアと決定され，そして，マレーシア側との打ち合せで

研究対象地をマレ一半島内に設定することが合意された。ここでマレ一半島の自然、 ・

森林 ・林政について簡単に触れておくことにする。

マレーシアは半島マレーシア 11介|とボルネオ島 ・東マレーシアのサバ，サラワク

両州を加えた連邦国家である。国土 3，297万haのうち 62.1%の2，050万 haが森

林であり，半島マレーシア(1， 320万ha)では 48.4%の640万haが森林である。

マレーシアにおいては国土及び森林は各州政府の管轄下におかれていて，各州の森林

局が連邦森林局の調整及び監督の下で森林を管理している。連邦政府は国家の利益と

州政府間の森林行政の統一性を図るため，1978年に森林資源の保護造成と森林管理
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の適正化を骨子とする NationalForest Plan (国家森林計画)を策定し，林業行

政を行っている。

半島マレーシアは低緯度地域でインド洋と南シナ海に面していて，アジア季節風の

影響を受けて一様に高温 ・多湿で、降水量の多いj海洋性熱帯雨林気候となっており，四

季の変化は殆どない。

気温は，年間を通じて最低 240Cから最高 32
0

Cの問で変化するが， 日変化は年変化

より大き L、。首都クアラルンプールの場合，最も暑い月と最も涼しい月の平均気温差

が0.80Cであるのに対し， 一日の気温較差は最大 7-80Cである。

四季の変化がない中にも， しかし，雨期の北東モンスーン期と乾期の南西モンスー

ン期があり，半島マレーシアでは 10月から 2月までが北東モンスーン期で，南シナ

海を渡って吹く季節風雨が，中央山脈にぶつかり特に東海岸地方に多量の雨を降らせ，

その降雨量は最多雨量地で年間 6，OOOmm，最少雨量地で1.600 mm程度となる。

また， 6月から 9月までは南西モンスーン期で，インド洋からスマトラ島を越えて季

節風がふく。この時期は概して雨量が少なく，特に東海岸地方では好天が続く。これ

ら二つのモンスーン期に挟まれた期間が微風期で，通常最も高温多湿であり前線性の

スコールが多発し，局地的に大雨を降らせる。

植物相は極めて豊富で標高 Om-半島最高峰タハン山 2，187mまで，海岸のマン

グローブ林，丘陵地帯から山岳部まではフタパガキ科の樹種を中心とした常緑広葉樹

林が優先し，標高 1，500-1，800m 以上ではシイ，カシを中心とする常緑広葉樹林に

変化し，フタパガキ科の樹木は標高1.800 m 以上には存在しなL、。樹木は 3，000種

にのぼり，その内 890種が dbh45 cm以上に成長する樹種で， 408種が国際的な市

場価値を持っている。

マレーシアでは標高別の森林裂の変化が明瞭で森林は自然地理的気候帯をベースと

して次のように区分されている。

1. LOWLAND FORESTS (0-330 m) 

2. HILL FORESTS (330-825 m) 

3. UPPER HILL FORESTS (825-1. 320 m) 

4. LOWER MONTANE FORESTS 0，320-1. 650 m) 

5. UPPER MONTANE FORESTS 0，650 m-) 

この区分をベースに，各気候帯毎に主要樹種の出現害IJ合と森林の破壊の程度という

情報を加味して更に細分している。このような森林型区分の概念は，経験的なもので，

温度，湿度，地形条件をもとに植物生浬学的観点から科学的に解明する必要があり大

きな研究課題である。

森林局は，全国森林調査を 1962年から約 10年間隔で空中写真判読とサンプリング

調査により行い，森林資源図を作成している。この場合，前述の森林区分法に加えて，

林分構成，被覆状況，樹冠の大きさ，疎密度，写真濃度等の各要因を用いて更に細

分し，蓄積級を導入して森林型の区分を行っている。最近の調査は， 1981年に行わ

れている。
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森林の伐採や破壊は，木材生産，農用地造成焼き畑移動農耕のために行われて

いる。木材生産のための年閣の伐採面積は約 22万haで， 50~70 年の公称ローテー

ションを採用したマラヤ統一方式 (MalayanUniform System : MUS)のもとに，

胸高周囲寸法 137cmという最小伐採制限を設け，更に，収穫後に dbh45 cm以上

の有用樹種が ha当たり 25本以上残存するような択伐方式 (SelectiveManagement 

System : SMS)を採用し，伐採を規制している。また，焼き畑農業が一部で行われ

ているが，個々の焼き畑は極めて小規模で面積 0.5ha以下のものが多い。(この択

伐方式の伐採地や小規模の焼き畑をランドサット MSSデータで解析可能かどうかは，

この研究の主要テーマである)。

5. 林業関係の共同研究の概要

(1) 研究の目的

林業試験場とマレーシア森林研究所 (FRIM)とで合意している共同研究「森林環

境特性の解明に関する研究」の内容は，前記したように次の 3課題である。

① 森林モニタリング手法の開発

② 熱帯林の森林区分と環境特性の解明

③ リモートセンシング技術による広域的な環境情報の収集法の開発

これは，無秩序な開発により荒廃化が進行している熱帯林を適正に維持管理するた

めの基礎技術を， リモートセンシング技術を活用することにより開発しようとするも

のである。

①は，時系列的衛星リモートセンシングデータを用いて，森林の伐採，焼き畑農

耕，自然災害，開墾，林道開発等の森林資源の変化を森林管理上に役立つように効率

的に把握する手法を開発することを目的としている。

②は，適切な造林技術確立のための基礎情報を解明するため，熱帯林研究で未だ

不十分な熱帯林の各森林型やその構成種と温度 ・水分等の環境条件との対応を地上調

査と地上観測により調べるとともに，生理生態的な実験により主な構成種の環境特性

を明らかにすることを目的としている。

③は，②で解明された森林型毎の環境条件や地形条件等の環境情報を，主にリモ

ートセンシングデータを用いて広域的に収集整備する手法を開発すると共に，この環

境情報を加えた熱帯林のリモートセンシング的な区分手法および森林地帯の生態的な

ゾーニング手法の開発を目的としている。

(2) 研究対象地

これらの共同研究課題を遂行するため，昭和 62 年 1 月 ~3 月にかけ海外現地調査

を実施し，研究内容やスケジュ ールのつめ，研究対象地の選定，必要な資料の収集を

行い，地上観測を開始した。

研究対象地として， 2箇所別々の所に設定せざるを得なかった。雲のないランドサ

ットデータの有無，森林伐採や焼き畑農耕の有無，天然、林の残存状況，地上観測の便

利さ等を勘案した結果である。
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①の課題に対しては， 首都 Kua-

la Lumpur (KL)の北部約 125

kmに位置する BatangPadang 

地区 (約 10万 ha)を選定した。

Tapah市を中心とした地域で森林

伐採が行われており，そのための林

道開発も行われている。 Cameron

Highlandsまでの国道沿いでは小

規模ながら焼き畑農耕がみられる。

②，③の課題に対しては，首都

KLに隣接した Gombak地区を

選定した。マレーシア森林研究所

図ー1 研究対象地域

(標高 70m)から GentingHigh-

lands (標高 1， 600 m)までを含ん

でいる。この地区は半島部としては

比較的自然状態に近い森林が残って

おり，森林研究所からも近く，交通

も便利である。

Batang Padang地域と Gambak地域

(3) 研究の内容と進行状況

① 森林モニタリング手法の開発研究の内容は次の項目より成る。

Oモニタリングのための森林管理データベースの開発。

0多時期リ モートセ ンシングデータの集積。

O森林管理情報の集積。

0森林資源変動解析技術の開発。

0空中写真 ・衛星画像の判読カード作成。

O森林モニタリンクシステムの構築。

森林管理に必要な森林モニタリング用データベースシステムとして，①基準ファ

イル単位でデータの蓄積を行い，②緯経度座標系とロ ーカル座標系の両者をサポー

トし，③地理座標を基にファイルの併合処理が行えるような機能を持つソフトウェ

アの開発を行った。そして，現地調査により対象地岐における下記の既存資料を収集

し， このデータベースに 50mメ y シュで集積した。

地形図 0/63，300)， 

行政区界 ・中流域界 (1/63，300)， 

土壊図 ・地質図 ・水文図(1/500，000) 

また，研究対象地区のランドサ y 卜データリストから雲量の少ない最適な MSSデ

ータとして， 1983.5.30， 1984.6.1， 1985.1.11のデータを選び，画像の重ね合わせ

と基図への地図座標変換を行い，データベースに集積した。更に，研究対象地区内の

一部において比較判例写真用の空中写真 0/40，000)を入手し，森林伐採，焼き畑，
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林道開発等を示す空中写真・衛星画像からなる判読カードを作成した。そして，季節

を同じくする 1983年と 1984年とのデータを用いて，主成分分析法と残差画像法によ

り熱帯林の森林変化の解析可能性について検討した。主成分分析法では，植生の変化

が第 2主成分と第 3主成分で強調されることが明らかになり，残差画像法は裸地や裸

地化した部分が強調されるため，森林の皆伐箇所の解析に有効である ことが明らかに

なった。しかし熱帯林の変化は，かなり複雑であるため，いくつかの手法の組合せ

について今後検討する予定である。

以上基礎的なシステムやデータの集積が完了した段階であり， 62年度での終了に

向けて研究を進めている。

② 熱帯林の森林区分と環境特性の解明

61年度に温度条件， 62年度に水分条件， 63年度に補足調査という大まかなスケジ

ュールで現地観測を開始した。

マレーシア森林研究所(標高 70m) と GentingHighlandsにあるマラヤ農科大

学の水耕栽培実験施設(標高1.160 m)に気象計(気温， 地温，湿度，風向，風速，

雨量，日射)を設定し， 2年間の予定で観測を行っている。また，道路沿いの林内 11

か所には最高最低温度計，同じく道路沿いの遮蔽物のない広場 10か所には積算日射

計(サンステーション)を設定した。

現地及び周辺の森林から 5種の種子を入手し，日本に持ち帰った。これらは育苗し

た後，ファイトトロンを使用した実験に用いられる。しかし，実際、の森林調査は滞在

期間の短さや，森林内への立ち入り制限(共産ゲリラのためという)などもあって，

概要の調査と文献の収集に留まり，次年以降に課題を残した。

成果としてここで紹介できるほどのものは今のところ少ない。これまでのデータか

ら，気温の逓減率や雲霧得の下限高度などがほぼ明らかになってきたが， 二年間の観

測でさ らに確かなものにしてゆく計画である。

③ リモートセンシング技術による広域的な環境情報の収集法の開発

ランドサット ・SPOT・MOS-10 NOAA等の衛星データを最大限に利用し，気温，

日照量，蒸散量，地形条件等の②の課題で必要となる環境情報を広域的に収集解析

する技術を開発することと，これらの環境情報と組み合わせてリモートセンシング的

に森林型を解析する手法を開発することが研究の内容で，昭和 62年度から開始する

課題である。詳細については，次の機会に譲りたL、。

(4) 共同研究を進める上での問題点

海外でのこのような共同研究を行うのは初めての経験でもあり，いろいろな問題が

起こっている。共同研究契約の締結等は外交上の問題であるが，このような大きな問

題はさておき，いくつかの実務的な問題点を挙げてみよう。

1) 空中写真(写真は機密文書に属する)の利用が困難であること，利用できたと

しても縮尺が小さく， しかも，かなり古い写真であること，また，現地での森林調査

が治安の問題 CBlackareaと呼ばれ，コミュニス卜活躍による)から難しいことな

どによりグランドツルース収集に問題がある。そのため，地上分解能の高い衛星デー
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タの画像判読的手法を最大限に利用する必要がある。

2) 素晴地域ではどこでも同じであるが雲量の少ない衛星画像の取得が困難であり，雲

に影響されない地保だけの解析をせざるを得ず，地域全体の解析が出来ない恐れがある。

3) 森林の伐採が日本の場合の皆伐方式と異なり単木択伐方式であること，焼き畑

農耕も小規模なものが多いため，マレーシア熱帯林のモニタリングのためには新たな

画像解析手法の開発が必要である。

4) この共同研究で収集し蓄積したデータは，全て相手機関と共通的に利用できる

ようにとの要請があるが，全てがコンビュータファイルとして整備される予定であり，

相手機関に日本と同等のコンビュータシステムがないためデータ提供に問題がある。

5) 多頻度の落雷やそれによる停電により，気象討にトラフソレが起きて，安定した

観測が難しい。日本で行う施設実験には，マレーシアからの種子の供給が必要である

が，フタパガキ科の樹木に顕著な隔年結実現象などがあり ，不安がある。

これらの他に，両国の会計年度の違い，研究システムの違い，機材持込みの関税の

問題等多くの問題があるが，全てが短期間で解決できる問題ではなく， これらの制約

の下で最大限の成果を挙げていく必要があると意を決している次第である。

6. おわりに

この共同研究には不十分ではあるが，各テーマに約一か月の海外調査旅費と各機関

一名約二か月の招へいが認められている。このような制度は相互理解を深めるために

短めて有意義であり，有効に利用していきたい。

マレーシアでの林業リモー卜センシンク研究はほんの初歩的な段階であるが，この

共同研究が FRIM のリ モートセ ンシング研究のスタ ートになり，今後の発展の基礎

がために貢献できるものと確信している。

この共同研究はイコールパートナー主義がとられていて，機材や研究費の供与とい

う予算がなL、。しかし，マレーシアにとっては新しい研究でもあり，画像解析装置や

観測機材への要望が大き L、。この共同研究が基礎となり，その応用プロジェクトが

JICAによ り引き継がれることを要望したL、。

この共同研究プロジェクトは始ま ったばかりで，成果をここでご紹介できなかった

のは残念ですが，プロジェクト終了の頃に又この紙面をかりて紹介できる機会をもて

ることを期待しています。

この共同研究遂行にあたっては，現在， FRIMで進行してい る JICAプロジェク

ト「林産研究協力計画」で活躍しておられる山口チームリーダをはじめ，松田，山本，

外崎専門家には，現地調査の折や観測機材の維持などで大変お世話になっています。

この誌面をかりで御礼申し上げる次第です。

〔参考文献J 1)マレーシアハンドプ y ク '85，1985，マレーシ7日本人商工会議所 2) J 

Wyatt-Smith: Manual of Malayan Silviculture for Inland ， Malayan Forest Records No. 23 

3) Forestry Department : 1985， Forestry in Peninsular Malaysia 4) JETRO 1985， ?レー

シ7における木材産業の現状と今後の見通し

熱帯林 業 No.10 (1987) 21 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




